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研究情報の公開に対するお願い  
 

 

研究代表者    所属 診療所 職名 言語聴覚士 

    氏名      横山   智子       

 

このたび、下記の研究を、川崎西部地域療育センター研究倫理委員会の承認のもと、倫理指針および法令を

遵守して実施しますので、ご協力をお願いいたします。  

この研究を実施することによる、利用者のご家族とお子さんへの新たな負担は一切ありません。またプライバシ

ー保護については最善を尽くします。  

本研究への協力を望まれない方は、その旨をお申し出下さいますようお願いいたします。 

 

１ 対象となる方  

2013年 4月から 2020年 3月までの間に、川崎西部地域療育センターにて、言語聴覚士による吃音の評価、支

援を受けていた方 

 

２ 研究課題名  

① 地域機関である療育施設における吃音臨床の実態調査 

② 吃音症状の予後と発達的要因に関する一考察 

③ 吃音症状の予後と環境的要因に関する一考察 

 

３ 研究実施機関  

川崎西部地域療育センター 

 

４ 本研究の意義、目的 

① 発吃年齢による予後の違い（症状回復、持続）を調査することで、言語聴覚士が支援を開始する時期を判断

する基準になると考えます。 

② 知的発達レベルを調べることにより、予後に影響を与える発達的要因に関する知見を得ることができると考えま

す。 

③ 未だに環境などの要因が吃音の原因として考えられることが少なくないように思います。そこで、吃音症状の予

後別に、環境的要因を調べ、適切な支援を行うための示唆を得ることができると考えます。 

 なお、①、②及び③において使用する情報はカルテから抽出しますが、氏名、生年月日など個人を特定できる情

報は、削除した上で、必要な情報だけを使用いたします。 

 

５ 研究計画書および個人情報の開示  

ご希望があれば、個人情報の保護や研究の独創性の確保に支障がない範囲内で、研究計画の資料等は閲覧

可能ですので、お申し出ください。研究における個人情報の開示の予定はありません。  

研究は氏名、生年月日など、個人を直ちに特定できる情報をわからない形にして、学会や論文で発表しますの

で、ご了解ください。 研究にご質問等がありましたら研究代表者までお問い合わせ下さい。また、お子様の情報が

研究に使用されることについて、ご了承いただけない場合には、研究対象としませんので、2022 年 2 月末日まで

連絡先までお申し出ください。この場合も当センターにおける支援・サービスにおいて患者の皆様に不利益が生じ

ることはありません。 

 

6 お問合せ先 

 本研究に対する質問や確認のご依頼は、研究代表者へご連絡ください。 

社会福祉法人 青い鳥 川崎西部地域療育センター 

 診療所 言語聴覚士 横山 智子 

電話番号 044-865-2983 


